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高
齢
者
が
健
康
で
活
動
す
る
た
め
に

ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

委
員
長　

三
橋 

道
明

私
達
は
健
康

長
寿
を
目
指
し
、

会
員一人
ひ
と
り

が
「
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
」

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
深
め
、
元

気
で
仲
良
く
、
楽
し
く
活
動
を
展
開
す

る
た
め
に
、
昭
和
五
十
七
年
に
「
友
愛
」

の
百
円
募
金
で
ス
タ
ー
ト
し
た
二
十一世

紀
基
金
活
動
も
、
平
成
二
十
七
年
ゆ
め

ク
ラ
ブ
神
奈
川
事
業
活
動
基
金
と
名
称

を
改
め
募
金
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

中
面
に
そ
の
詳
細
が
報
告
し
て
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
浄
財
で
県
下
六
ブ
ロ
ッ
ク

で
実
施
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の

集
い
」
に
全
面
拠
出
し
て
、
成
果
を
上
げ

て
お
り
ま
す
。

県
下
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
募
金
と
、

各
事
業
開
催
時
の
基
金
活
動
に
、
会
員

各
位
の
暖
か
い
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
報
告
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ 

だ 

ま

通巻

189号

●若返るために入る会
勧誘当初は「老人」の言葉に
嫌がる反応が多かったが、ワイ
ワイ集まっての公園整備など
を見た人が「老人クラブってな
んだかわからないけど入れて
くれ」という人まで出てきた。
現在も会員増加中。クラブの元
気と活気に引き寄せられてい
るようだ。「引きこもっている
と、どんどん年をとってしま
う。皆と一緒に楽しく活動して
若返りましょう！」と呼びかけ
ている。

●会長は年功序列で
行事は会員がそれぞれ役割を分担す

る。「みんなが動いてくれるから私の
負担感はほとんどないのです」と語る
勝俣会長（女性）は81歳。会長はま
とめ役に徹し、副会長以下が実行部隊
の役割を担う。基礎を作った会長をメ
ンバーががっちりと支えている。

●未来の会員対策
65歳未満の住人は沢山いるしこれか
らも増える。そういう会員予備軍には
ボランティアとして活動の手伝いをお
願いしている。老人クラブを知っても
らうためだ。「いずれ年齢がきたら会員
に誘い込みます。」

●「オール箱根」の体制整う
宮城野は湯本、仙石と並んで人口の多い地区。「今回、宮城野の根幹にクラブ
ができてようやくオール箱根の体制ができた。」と上野老連会長は語る。今一番
活気のあるクラブに期待を寄せている。

検 索

左から、小林事務局長、熊坂氏（フォト楽会）、棚部氏（なぎさ句会）

ズ
シ
ッ
プ
連
合
会
に
は
、
現
在

九
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。
な
つ

メ
ロ
愛
好
会
、
輪
踊
り
の
会
、
ダ

ン
ス
睦
会
、
体
操
教
室
、
フ
ォ
ト

楽
会
、
な
ぎ
さ
句
会
、
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、
ボ
ウ
リ

ン
グ
同
好
会
、
ひ
ま
わ
り
（
カ
ラ

オ
ケ
）。
ボ
ウ
リ
ン
グ
以
外
の
サ

ー
ク
ル
は
、
無
料
で
使
用
で
き
る

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動

し
、
会
費
は
だ
い
た
い
月
に
五
百

円
程
度
。
活
動
は
す
べ
て
会
費
で

行
わ
れ
る
。

「
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
の
き
っ
か
け

と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
を
目
玉
に
し

た
か
っ
た
」
と
小
林
仁
事
務
局
長
。

市
の
教
養
講
座
受
講
生
が
中
心

に
な
っ
て
、
立
ち
上
が
っ
た
サ
ー

ク
ル
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。
い
ず

れ
も
大
学
の
先
生
や
プ
ロ
の
講
師

を
指
導
者
に
招
く
な
ど
、
サ
ー
ク

ル
の
質
の
高
さ
に
も
気
を
配
る
。

小
林
事
務
局
長
の
人
脈
を
活
か
し

て
、
各
方
面
か
ら
講
師
陣
を
集
め

て
い
る
。

フ
ォ
ト
楽
会
の
熊
坂
清
子
代
表

は
「
デ
ジ
カ
メ
講
習
会
の
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
っ
て
で
き
た
サ
ー
ク
ル

で
す
。
四
年
目
で
す
が
、
毎
月
撮

影
会
、
年
に
一
回
は
写
真
展
と
合

宿
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
師

は
小
林
事
務
局
長
の
知
人
で
も
あ

る
田
口
昭
雄
氏
（
I
P
C
C
写
真

部
所
属
）
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

な
ぎ
さ
句
会
の
棚
部
久
子
代
表

は
「
俳
句
講
座
か
ら
立
ち
上
が
っ

て
二
年
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
句

を
考
え
る
の
に
頭
を
使
う
か
ら
い

い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
今

は
ズ
シ
ッ
プ
の
広
報
紙
に
作
品
を

載
せ
て
い
ま
す
」。
逗
子
在
住
の

俳
人
山
田
真
砂
年
さ
ん
が
講
師
と

し
て
月
一
回
指
導
に
当
た
る
。

今
年
の
四
月
か
ら
活
動
を
始
め

た
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
は
、
市
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。

「
い
ず
れ
の
サ
ー
ク
ル
も
市
の
委

託
事
業
な
ど
を
上
手
に
利
用
し
て

い
ま
す
。
特
に
教
養
講
座
は
、
き

っ
か
け
を
作
れ
ば
、
終
了
後
も
自

然
と
形
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
後

の
運
営
に
大
切
な
の
は
中
心
に
な

る
人
で
す
。『
こ
う
い
う
の
や
り

た
い
ん
だ
け
ど
』
と
言
う
と
『
や

ろ
う
よ
』
と
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
人
が
周
り
に
い
て
く
れ
る
。
熊

坂
さ
ん
や
棚
部
さ
ん
み
た
い
に
。

あ
と
は
、
お
ま
か
せ
で
す
」
と
小

林
事
務
局
長
。

行
政
に
お
も
ね
な
い
、
頼
ら
な

い
、
相
反
し
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

今
後
も
サ
ー
ク
ル
を
増
や
し
て
行

き
た
い
と
意
気
込
み
を
語
る
。

「
女
性
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
。
今
は
、
そ
れ
に
向
け
て
思
案

中
。
折
り
紙
や
絵
画
、
書
道
な
ん

か
も
候
補
に
あ
る
」。

サ
ー
ク
ル
を
P
R
す
る
媒
体
と

し
て
ズ
シ
ッ
プ
の
広
報
紙
に
も
力

を
入
れ
た
い
と
小
林
事
務
局
長
。

脇
を
固
め
る
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表

た
ち
も
「
自
分
た
ち
の
や
り
た
い

こ
と
だ
っ
た
ら
、
み
ん
な
協
力
し

ま
す
よ
」
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

さ
を
発
揮
し
て
い
た
。（
小
松 

薫
）

ズ
シ
ッ
プ
連
合
会  

サ
ー
ク
ル
仕
掛
け
人

「クラブをつくろう！」の紹介　― 第 2 回 ―

箱根・宮城野エリアに５年ぶりの復活クラブ
――箱根町老連「宮城野シルバー桜会」



か

な

がわ
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◆
学
習
・
参
加
で
豊
か
に
生
き
る　

�

　（�

情
報
提
供
、
学
習
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー

　 

養
成
事
業
）　　

①�

機
関
紙
「
ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
神
奈
川
」

の
発
行
／
年
二
回
。

②�

ブ
ロ
ッ
ク
別
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ

ー
・
新
任
会
長
等
研
修
会
の
開
催
／

七
ヶ
所
。

③�

県
老
連
役
員
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、
地

域
活
動
推
進
員
の
研
修
会
の
実
施
及

び
全
老
連
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

へ
の
参
加
。

④�

市
町
村
老
連
の
指
導
育
成
、
六
ブ
ロ

ッ
ク
老
連
連
絡
会
議
へ
の
支
援
。

◆
わ
く
わ
く
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
く
生
き
る

①�

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者
の

つ
ど
い
の
開
催
。

②
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
。

③
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
参
加
。

ヶ
所
で
開
催
。

②�

ブ
ロ
ッ
ク
別
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
集
い
へ
の
支
援
／
六
ヶ
所
。

③�

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ

へ
の
参
加
。

④�

介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ
く
り
支
援

事
業
（
県
委
託
事
業
）

　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
／
６
ブ
ロ
ッ
ク

　

各
２
回
（
２
ヶ
所
）
で
実
施
。

◆
な
か
ま
を
広
げ
て
仲
良
く
生
き
る

　 （
社
会
活
動
事
業
）

①�
友
愛
チ
ー
ム
四
百
三
十
二
チ
ー
ム
に

よ
る
寝
た
き
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
に
対
す
る
相
互
生
活
支
援
活
動

及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
の
実
施
。

②�

友
愛
活
動
等
支
援
事
業
の
実
施
／

三
十
一
ヶ
所
。

③�

地
域
活
動
支
援
事
業
／
市
町
村
老
連

が
行
う
次
世
代
等
交
流
事
業
、
安
全

安
心
活
動
、
パ
ソ
コ
ン
活
用
事
業
等

を
支
援
／
三
十
一
ヶ
所
。

④�

○「
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
推
進

　
（
全
老
連
助
成
事
業
）

　

四
ヶ
所
で
実
施
。

⑤�

九
月
二
十
日
「
社
会
奉
仕
の
日
」
統

一
活
動
の
実
施
。　

⑥�

老
人
ク
ラ
ブ
「
一
〇
〇
万
人
会
員
増

強
運
動
」
の
推
進
。

県
老
連
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画

･
予
算
決
定

平
成
二
十
七
年
度
は
、
県
老
連
の
予

算
要
望
に
よ
り
、「
介
護
予
防
・
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
県
か
ら
県
老
連
が
委
託
を
受
け

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
健
康
寿
命

日
本
一
に
向
け
た
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予

防
を
推
進
す
る
も
の
で
、「
ゆ
め
ク
ラ

ブ
大
学
」
を
県
下
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
二

回
実
施
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
健

康
づ
く
り
等
に
係
る
講
義
形
式
に
よ
る

講
座
を
開
講
し
、
健
康
体
操
（
実
技
）

を
含
め
た
５
講
座
程
度
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
案
は
、
三
月
六
日
の
理
事
会
及
び

十
七
日
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。以

下
、
県
老
連
の
基
本
方
針
に
基
づ

く
事
業
の
体
系
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
か
が
や
い
て
元
気
に
生
き
る

　 （
健
康･

生
き
が
い
事
業
）

①�

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室
／
県
下
二

ゆ
め
ク
ラ
ブ
神
奈
川
の
動
き

平成27年度予算（単位：千円）

9,929

1,330

13,733

 4,325

3,700

323

4,989

38,329

収 入
分担金

事業収益

補助金

委託費

寄付金

その他

正味財産対応

合　計

支 出
公益目的事業

その他事業
（賀詞交歓会）

法人会計

合　計

31,568

1,296

5,465

38,329

☆�県からの補助金、委託金は年々削減される中、分担金
は、県老連にとって貴重な安定した財源で、研修会や
健康づくりなど各種事業費に充当させていただいてお
ります。

収入の不足分（4,989千円）は、
正味財産から補填します。

上の予算を会員（96,889人）一人あたりに換算すると396円
になります。

クラブ等育成事業

地域活動事業

調査広報事業
大会会議費

事業活動基金事業
（旧21世紀基金）
介護予防・生きがい

づくり支援事業
共通経費
合　計

県老連・関ブロ等研修

健康づくり、友愛、地域活動
支援事業等

ゆめジャーナル委員会等

全国大会、功労者の集い

老人クラブ活動ＰＲ事業
ニュースポーツ交流の集い

ゆめクラブ大学

事業に伴う人件費・事務経費

2,545

10,722

342
1,394

 809

1,482

14,274
31,568

公益目的事業の内訳

新

選　

任

副
理
事
長

安
藤　

正
義

（
相
模
原
市
）

理
　
事

原
田　

武
久

（
相
模
原
市
）

監
　
事

石
黒　

雄
彦

（
相
模
原
市
）

評
議
員

板
倉　

忠
臣

（
相
模
原
市
）

石
井　

菊
義（開

成
町
）

笹
森　

志
津
江

（
女
性
会
議
・
綾
瀬
市
）

辞　

任

理
　
事

石
川　

禮
治

（
相
模
原
市
）

神
保　

岩
男

（
相
模
原
市
）

監
　
事

安
藤　

正
義

（
相
模
原
市
）

評
議
員

羽
深　

シ
ヅ
カ

（
相
模
原
市
）

川
村　

茂（相
模
原
市
）

伊
藤　

隆
康（開

成
町
）

【
県
老
連
の
新
役
員
紹
介
】

五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
評
議

員
会
で
、
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
の

辞
任
に
伴
う
後
任
者
が
選
任
さ
れ
、
評

議
員
会
終
了
後
、
開
催
さ
れ
た
理
事
会

で
副
理
事
長
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。



皆様の貴重な基金を今
後も各市町村老連事業
に活用させていただき
たいと思います。
ご協力ありがとうござ
いました。
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平成26年度「ゆめクラブ活性化推進事業募金」報告

平成26年度は「ニュースポーツ交流の集い開催事業」助成金を活用して６ブロック（７か所）でスポーツ交流会が開催され、約1,110人の方々にご参加い
ただきました。平成26年12月18日（木）かながわ県民センターで開催の「ゆめクラブ神奈川21世紀基金管理委員会」において、今後も本募金の継続維持
をしていくためにも各市町村老連事務局等への協力を依頼することになりました。また、今後も老人クラブ事業活動に活用することを明確にするため、名
称を「ゆめクラブ神奈川事業活動基金」と改め、平成27年度も「スポーツ交流大会助成金」として活用することが、理事会において承認されました。今後
とも『事業活動基金』のはっきりとした目的を示した上で、活動をすすめていきたいと思いますので、皆様のご協力の程、よろしくお願いいたします。

【募金活用について】

平成26年4月1日～平成27年3月31日
地域別

秦 野 市
大 和 市
伊勢原市
海老名市
南足柄市
綾 瀬 市
葉 山 町
寒 川 町

地域別
横須賀市
平 塚 市
鎌 倉 市
藤 沢 市
小田原市
茅ヶ崎市
相模原市
三 浦 市

募金額
6,000円

35,000円
3,000円

10,000円
28,233円
3,000円

20,000円
15,000円

募金額
87,500円
40,200円
6,000円
9,060円

103,150円
22,000円

7,000円
22,674円

募金額
21,000円
17,357円
5,000円

11,000円
10,000円
2,000円
8,561円
3,591円

募金額
37,663円
22,990円
31,351円
1,626円

40,092円

630,048円

地域別
大 磯 町
大 井 町
山 北 町
開 成 町
箱 根 町
湯 河原 町
横三ブロック
湘南ブロック

地域別
県央ブロック
西湘ブロック
足柄上ブロック
相模原ブロック
そ の 他

合 計

収　入	
活性化事業募金
受取利息
前年度繰越金
収 入 合 計

630,048円
675円

3,818,136円
4,448,859円

支　出
基金管理委員会経費等
各市町村助成金
その他
支 出 合 計
次 年 度 繰 越 金

27,742円
600,000円
11,884円

639,626円
3,809,233円

（平成27年度より「ゆめクラブ神奈川事業活動基金」と名称が変わりました。）

平
成
二
十
七
年
五
月
十
五
日
の

理
事
会
及
び
五
月
二
十
九
日
の
評

議
員
会
で
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
の
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
、
県
か
ら
の
委
託
事

業
と
し
て
「
介
護
予
防
・
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
に
実

施
し
た
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

「
か
」
事
業
の
健
康
活
動
で
は
、

高
齢
者
向
け
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
健
康
づ
く
り
・
交
流
を
目

的
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
集
い
が
六
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ

れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
四

ブ
ロ
ッ
ク
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
及
び

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
ブ

ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
、
千
六
十
六
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

二
十
一
世
紀
活
動
基
金
を
財
源
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な

が
わ
に
女
性
会
議
代
表
八
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
事
業
は
、「
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大

学
」
が
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ

七
百
四
十
九
人
、「
福
祉
・
健
康
祭

り
」
が
各
市
町
村
老
連
で
実
施
さ

れ
一
万
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
な
」
事
業
の
高
齢
者
相
互
支
援

事
業
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を

中
心
に
友
愛
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

在
宅
者
を
対
象
と
し
た
訪
問
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
二
十
六

年
度
は
、
四
百
二
十
二
チ
ー
ム
が

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
友

愛
チ
ー
ム
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
が
六
ブ
ロ
ッ
ク
七
ヶ
所
で
行
わ

れ
、
六
百
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

会
員
同
士
の
地
域
で
の
支
え
合
い

が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
奉
仕
の
日
統
一
活

動
で
は
、
二
千
百
一
単
位
ク
ラ
延

べ
三
万
五
千
七
百
十
人
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
が
」
事
業
で
は
、
役
員
研
修
会

や
女
性
会
議
研
修
会
等
を
行
い
ま

し
た
。

「
わ
」
事
業
で
は
、
正
副
理
事
長

会
や
理
事
会
、
評
議
員
会
等
を
開

催
し
た
ほ
か
、
平
成
二
十
六
年
度

か
ら
三
十
年
度
ま
で
の
五
か
年
計

画
で
あ
る
全
老
連
の
「
一
〇
〇
万

人
会
員
増
強
運
動
」
を
推
進
す
る

た
め
、
加
入
促
進
月
間
推
進
要
領

を
改
正
し
、
各
市
町
村
老
連
に
お

い
て
計
画
に
基
づ
き
加
入
促
進
運

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
十
九
日
に
功

労
者
の
集
い
を
行
い
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

七
十
五
人
、
団
体
四
十
九
団
体

を
顕
彰
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

事
業
に
つ
い
て
も
、
当
初
の
計

画
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
初
の
予
算
で
は
、

四
百
十
一
万
八
千
円
の
前
期
繰
越

金
を
取
り
込
ん
だ
予
算
編
成
で
し

た
が
九
十
七
万
一
千
余
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
る

●�横須賀市／ハイランド３丁目悠遊くらぶ 2,000 円、望
洋台悟悦会1,000円、森崎共楽会3,000円、豊之坪豊
生会1,000円、吉井吉寿会3,000円、湘南山手シニア
会1,000円、浦上台２丁目睦会3,000円、横須賀市老連
70,500円、榎戸松寿会3,000円
●�平塚市／友和会（めぐみが丘）3,000円、平塚市老連

37,200円
●�鎌倉市／扇ガ谷福寿会2,000円、大平山丸山白扇会

3,000円、坂本町喜楽会1,000円
●�藤沢市／湘南大庭大庭ときわ会3,060円、清老会1,000

円、宝友会2,000円、藤寿会3,000円
●�小田原市／万年地区高寿会3,000円、十字地区友和会

4,000円、紀ノ宮老人会2,000円、一寿会2,000円、六
輪会2,000円、若葉クラブ2,000円、二川地区老人ク
ラブ3,000円、早川老友会2,000円、潮会老人クラブ
3,000円、芦子地区下谷津喜楽会10,000円、富水 西北
長寿会2,000円、和会老人クラブ8,700円、国府津老人

クラブ八区寿会5,800円、34区ことぶき会5,000円、中
里第1-1,2長寿会3,000円、上府中老連3,000円、町屋
長楽会5,000円、曽我老人クラブ連合会3,000円、豊川
地区老人クラブ連合会7,000円、幸老連1,000円、緑地
区老人会2,150円、久野老人クラブ連合会5,000円、31
区新誠クラブ2,000円、和会老人クラブ5,500円、片浦
地区老人クラブ連合会3,000円、大窪地区連合4,000
円、国府津老人クラブ連合会5,000円
●�茅ヶ崎市／出口町豊寿会3,000円、萩園第一笑寿会

3,000円、TBS遊 ゆう会5,000円、萩 園 第 三 笑 寿会
3,000円、萩園第二笑寿会3,000円、シルバー浜見平
2,000円、ゆめクラブ絆堤上1,000円、堤下ユメクラブ
絆1,000円、第一白寿会1,000円
●�相模原市／二本松・昭和会3,000円、ゆめクラブ沼本

会1,500円、二本松みどりの会1,000円、旭ヶ丘シニア
クラブ1,500円

●�三浦市／永寿会5,000円、三浦市老連12,674円、海外

楽友会5,000円
●�秦野市／西大竹ゆうゆうクラブ3,000円、大道長寿会

3,000円
●�大和市／大和市老連20,000円、菊園倶楽部10,000円、

第２つきみ野会5,000円
●�伊勢原市／石田長寿会3,000円
●�海老名市／門沢橋ことぶき会10,000円 
●南足柄市／奥津豊子2,000円、中沼寿会第１ 5,000円、
中沼寿会第２ 5,000円、山崎駒千代会10,000円、三竹長
寿会3,000円、南足柄市老連3,233円
●綾瀬市／蓼川さわやかクラブ3,000円
●葉山町／葉山町老連20,000円 
●�寒川町／寒川町老連15,000円
●�大磯町／南下こゆるぎ会1,000円、大磯町老連20,000

円
●�大井町／大井町老連17,357円
●�山北町／谷ヶ菊寿会5,000円

●�開成町／開成町老連10,000円、牛島永楽会1,000円
●箱根町／箱根町老連10,000円
●湯河原町／高砂会2,000円
●�ブロック等／横三健康づくり実践教室8,561円、湘南

B（茅ヶ崎）リーダー研修会3,591円、県央（海老名）ブロ
ックリーダー研修会8,627円、県央健康づくり実践教
室8,795円、県央（厚木）友愛チーム研修会5,110円、県
央（綾瀬）ニュースポーツ交流のつどい3,211円、県央（座
間）ゆめクラブ大学11,920円、西湘ニュースポーツ交流
のつどい（小田原）9,672円（箱根）2,820円（真鶴）6,339
円（湯河原）4,159円、足柄上ニュースポーツ交流のつ
どい10,593円、足柄上ゆめクラブ大学16,508円、足柄
上パークゴルフ4,250円、相模原ニュースポーツ交流
のつどい1,626円、女性会議研修会2,140円、役員・推
進員研修会7,100円、賀詞交歓会30,852円

（敬称略）
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県
老
連
の
動
き

平
成
26
年

11
月

５
日　

正
副
理
事
長
会
議

11
日　

健
康
づ
く
り
実
践
教
室
（
県
央
ブ
ロ
ッ
ク
）

13
日
～
14
日　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

19
日　

功
労
者
の
つ
ど
い

29
日　

�

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ
（
写
真

①
）

 12
月

１
日
～
２
日　

全
老
連
会
長
会
議

11
～
12�
日　

県
老
連
役
員
宿
泊
研
修
会
・
正
副
理

事
長
会
議
（
写
真
②
）

18
日　

21
世
紀
活
動
基
金
管
理
委
員
会

平
成
27
年

１
月

９
日　

平
成
27
年
賀
詞
交
歓
会
（
写
真
③
）

14
日
～
15
日　

全
老
連
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー

15
日　

ゆ
め
ジ
ャ
ー
ナ
ル
発
行

２
月

６
日　

正
副
理
事
長
会
議

10
日　

全
老
連
事
務
局
長
会
議

26
日　

�

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
写
真

④
）

27
日　

�

湘
南
ブ
ロ
ッ
ク
ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
（
写
真

⑤
）

３
月

２
～
４
日　

全
老
連
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

６
日　

理
事
会
・
正
副
理
事
長
会
議

17
日　

評
議
員
会

18
日　

全
老
連
理
事
会
・
評
議
員
会

19
日　

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会
議

４
月

９
日　

編
集
委
員
会

10
日　

正
副
理
事
長
会
議

５
月

８
日　

正
副
理
事
長
会
議

12
日　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
事
務
局
長
会
議

13
日　

監
事
会

15
日　

理
事
会

19
日　

全
老
連
女
性
代
表
者
会
議
（
写
真
⑥
）

29
日　

定
時
評
議
員
会
・
理
事
会

６
月

１
日
～
２
日　

全
老
連
中
央
セ
ミ
ナ
ー
（
写
真
⑦
）

５
日　

正
副
理
事
長
会
議

８
日　

全
老
連
評
議
員
会

９
～
10
日　

全
老
連
事
務
局
長
会
議

11
日　

女
性
会
議
研
修
会

７
月

３
日　

正
副
理
事
長
会

16
日
～
17
日　

関
ブ
ロ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

21
日　

事
業
活
動
基
金
管
理
委
員
会

　
　
　

役
員
・
活
動
推
進
員
合
同
研
修
会

30
日
～
31
日　

関
ブ
ロ
活
動
推
進
員
研
修
会

ゆめクラブ
神奈川の動き

⑦全老連中央セミナー
　平成27年6月1日～2日（於：新霞が関ビル）
全国より若手リーダー90名が集い、新地域支援事業に関する説明や
報告、グループ討議では会員増強について意見を交わし合いました。

③平成27年賀詞交歓会
　平成27年1月9日
　（於：横浜ホテルキャメロットジャパン）
老人クラブ関係者及び関係機関、団体、企
業が一堂に会し、賀詞交歓会を行いました。

②役員宿泊研修会
　平成26年12月11日～12日
　（於：箱根町・ホテル河鹿荘）
女性会議ブロック代表者の参加も求め、
100万人会員増強運動に関する内容な
どについて議論しました。（参加者45名）

⑥全老連女性代表者会議
　平成27年5月19日 （於：新霞が関ビル）
全国から56名の女性代表が「平成27年
度全老連事業の重点項目」について確認
し合いました。

皆様からのお問い合わせやご要望により、コピー
版を提供いたします。ご希望の方は住所・氏名・
電話番号・希望部数を明記の上、ＦＡＸまたは
おハガキにて神奈川県老連事務局へお申込みく
ださい。
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡4-2
（公財） 神奈川県老人クラブ連合会　宛
ＦＡＸ 045-312-4288
１部500円（別途送料）代金はコピー版受取後、
同封の郵便払込票にてお支払いください。
※A4サイズで１頁に２曲。両面印刷112頁です。
詳細は“ゆめクラブ神奈川”のホームページでご
覧いただけます。

ゆめクラブ大学
健康に関する４～５講座を楽しく学びました。
④県央ブロック「脳トレ・ゲーム」
　平成27年2月26日（於：サニープレイス座間）
⑤湘南ブロック「湘南・くち体操」
　平成27年2月27日（於：茅ヶ崎市役所分庁舎）

①健康チャレンジフェアかながわ
　平成26年11月29日
　（於：みなとみらいクイーンズサークル）
女性会議ブロック代表を中心に「ゆ
めクラブ神奈川の説明」と「百歳音
頭の披露」をしました。

歌集「みんなで歌う 心のうた200選」
コピー版提供のお知らせ

⑤湘南・くち体操

④脳トレ・ゲーム


